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サードエイジとは



20年後の変化

•生産⼈口の減少
経済的に成⻑が⾒込めない

•⼤都市への⼈口集中
地域社会での支えあいが困難に

•単身世帯の増加
家族での支えあいが困難に

強い絆(血縁・地縁）の弱体化



良くないことばかり…？

•潜在能力の高い高齢者の登場
2035年

60歳 今の40歳 バブル世代
70歳 今の50歳 男女雇用機会均等法世代

•今とは違う高齢者
・体力の若返り
・就労期間の⻑期化
・女性就労者の増加



上昇する体力



若返った高齢者

28
30
32
34
36
38
40
42
44

65〜69歳 70〜74歳 75〜79歳

男 性

Ｈ17 Ｈ27

28
30
32
34
36
38
40
42
44

65〜69歳 70〜74歳 75〜79歳

女 性

Ｈ17 Ｈ27

（文部科学省，2015より作成）



健康な⼤都会居住者
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高齢労働者の増加

（OECD.statより作成）



高齢者就労の様々な効果

•健康維持
仕事の複雑性は認知能力にプラス
認知予備力を高める

•役割の維持

•仕事関連ネットワークの維持
孤独を癒す



フルタイム就労の女性

•仕事、育児、介護で男性以上に時間がない生活
をこなしてきた：マルチタスク
•コミュニケーション能力高い

•地域社会と無縁

彼女たちの定年後の生活は？彼女たちの定年後の生活は？



退職後の生活への準備
（遠座&片桐，2016）



サードエイジの選択 (片桐,2013)



市⺠参加
• 個⼈が投票やコミュニティ・グループへの参加やボランティア

を通じて、コミュニティの生活に活発に参加するプロセス
（ハーバード⼤学公衆衛生とメットライフ，2004）

• 社会老年学では、ボランティアと政治参加
（Martinson& Minkler，2006）

生産的活動
有償か無償かにかかわらず、社会に役に立つ財を作り出す
活動

社会参加
通常グループ参加



必要なこと(個⼈)
【就労】 ・Employabilityの向上

・仕事の仕方の違い：後輩を育てる
→ 世代性の発達

【市⺠参加】・仕事のスキルを活かす
・社会のため←自分も住みやすい社会

【生涯学習】・学び続けることの有用性

自己決定
主体的な関係の選択(選択縁の重要性）
生産性重視の価値観からの開放

自己決定
主体的な関係の選択(選択縁の重要性）
生産性重視の価値観からの開放



必要なこと(社会)

【就労】
•エイジズムの克服
•高齢労働者の能力を生かした仕事・役割の創出
•企業とシニアの希望をマッチングする機関

【市⺠参加】
•日本に相応しいボランティア活動/形態の創出
•政治的関心を高める

【生涯学習】
•Age-friendly University



実現されうる社会

•サードエイジにおける⼈間発達
より成熟した人間へ

•現在と異なるサードエイジがBETTERな社会の
実現に力を尽くす社会

Base by 現役世代
Better by サードエイジ＆多世代


